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 IT 食 農 だ よ り 

第
１
・２
回
先
端
施
設
・先
端
IT
農
業

研
修
を
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
で
実
施 

サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス
」
を
提
供
し
、
新
規
就
農
、

農
業
へ
の
就
職
、
転
職
を
支
援
し
ま
す
。 

 

受
講
期
間
は
２
０
２
１
年
８
月
28
日
（
土
）

～
２
０
２
２
年
１
月
（
約
５
ヶ
月
）
で
、
農
業

（
就
農
）
基
礎
学
と
農
業
経
営
応
用
学
の
履
修

に
よ
り
、
就
農
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
修
得
さ

せ
、
さ
ら
に
先
進
事
例
調
査
研
修
と
就
労
体
験

演
習
を
通
し
て
、
働
く
現
場
に
お
い
て
、
自
ら

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
。
募
集
人
数
は
30
人
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

安
全
対
策
の
た
め
、
先
進
事
例
調
査
研
修
と
就

労
体
験
演
習
以
外
は
、
全
て
リ
モ
ー
ト
で
の
講

義
を
行
う
予
定
で
す
。
（
文
責
：
山
内
高
弘
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(株）ジュングリーンの 

中継視察風景 

 

豊
橋
技
術
科
学
大
学
は
文
部
科
学
省
令
和

２
年
度
「
就
職
・
転
職
支
援
の
た
め
の
大
学

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
事
業
（
就
職
・
転
職

支
援
の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
・
実
施
）
」
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
本
事
業
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
増
加
し
つ
つ

あ
る
愛
知
県
内
の
失
業
者
（
２
０
２
０
年
12

月
完
全
失
業
率
２
・
９
％
）
を
中
心
に
、
非

正
規
雇
用
労
働
者
及
び
転
職
希
望
者
等
の
う

ち
、
農
業
で
の
就
労
ま
た
は
就
農
希
望
者
等

を
対
象
に
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
技
術
科

学
的
な
成
果
と
農
業
人
材
育
成
事
業
の
実
績

を
踏
ま
え
、
農
業
へ
の
就
労
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー

「ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス
」

を
開
講
し
ま
す   

 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
４
月
～
７
月
に
植
物
工

場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
９
期
生
お
よ
び
IT
食
農
先
導

士
（
土
地
利
用
型
）
５
期
生
の
先
端
施
設
研

修
・
先
端
IT
農
業
研
修
を
計
画
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

リ
ス
ク
の
高
い
状
況
が
継
続
す
る
中
で
、
バ
ス

に
よ
る
視
察
は
困
難
に
な
り
、
そ
の
代
替
と
し

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
中
継
視
察
を
実

施
し
ま
し
た
。 

 

６
月
26
日
（
土
）
が
、
ト
ヨ
タ
ネ(

株)

研
究

農
場
：
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
等
の
栽
培
及
び
環

境
制
御
機
器
等
、(

株)

ジ
ュ
ン
グ
リ
ー
ン
：
冨

田
雅
則
氏
（
６
次
化
２
期
生
、
植
マ
ネ
５
期

生
）
：
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
、
イ
チ
ゴ
の
栽
培
等
、

７
月
３
日
（
土
）
が
、(

公
財)

㓛
農
支
援
会 

ト
マ
ト
、
ネ
ギ
の
栽
培
、(

株)

安
田
商
店
：
ベ

ビ
ー
リ
ー
フ
栽
培
を
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
し
、
双

方
向
で
質
疑
応
答
を
行
う
こ
と
で
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
中
継
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
説
明

者
に
対
し
て
、
受
講
生
に
よ
る
熱
心
な
質
問
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
（
文
責
：
山
内
高
弘
）  

ニューファーマーサポートコースの概要 

第
３
回
先
端
施
設
・先
端
IT
農
業
研

修
：
施
設
園
芸
・植
物
工
場
展
を
視
察 

 

７
月
14
～
16
日
に
第
３
回
先
端
施
設
・
先

端
IT
農
業
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

Aichi
 
Sk

y
 
Expo

（
愛
知
県
国
際
展
示
場
）
で

開
催
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
日
本
施
設
園
芸
協

会
主
催
の
施
設
園
芸
・
植
物
工
場
展
（
Ｇ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
２
０
２
１
）
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

通
常
は
隔
年
東
京
で
開
催
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
で
す
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
使

用
の
た
め
、
初
め
て
愛
知
県
で
開
か
れ
ま
し

た
。
施
設
園
芸
・
植
物
工
場
に
特
化
し
た
唯
一

の
専
門
展
示
会
で
、
約
１
０
０
の
企
業
、
団
体

が
出
展
し
、
開
催
中
は
業
界
有
識
者
、
優
良
生

産
者
に
よ
る
多
彩
な
テ
ー
マ
の
セ
ミ
ナ
ー
、
出

展
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
の
た
め
、
各
自
１
日
を
選
び
来
場
す

る
自
由
視
察
形
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
受
講
生

た
ち
は
積
極
的
に
各
展
示
を
訪
れ
、
担
当
者
に

積
極
的
に
質
問
し
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
を
熱
心
に

聴
講
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
で



 

学
名
：L

a
g
en

a
ria

 sicera
ria

 v
ar. h

isp
id

a 

英
名
：B

o
ttle g

o
u
rd 

 

ユ
ウ
ガ
オ
（
夕
顔
）
は
、
北
ア
フ
リ
カ

ま
た
は
イ
ン
ド
を
原
産
地
と
す
る
蔓
性
の

ウ
リ
科
ユ
ウ
ガ
オ
属
の
一
年
草
で
す
。
実

の
形
に
よ
っ
て
細
長
い
「
ナ
ガ
ユ
ウ
ガ

オ
」
と
、
丸
み
を
帯
び
た
球
状
の
「
マ
ル

ユ
ウ
ガ
オ
」
と
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
ユ
ウ

ガ
オ
と
い
う
名
前
は
、
白
い
花
が
夏
の
夕

方
に
咲
き
、
翌
日
の
午
前
中
に
は
し
ぼ
ん

で
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
ア
サ
ガ
オ
、
ヒ
ル

ガ
オ
、
ヨ
ル
ガ
オ
に
対
し
て
名
付
け
ら
れ

季
節
の
花 

サ
ル
ス
ベ
リ  

ユウガオの実 
（一般社団法人下野市観光協会のホームペー
ジ［http://www.shimotsuke-ta.com/］から引用） 

施設園芸・植物工場展

（GPEC2021） 

ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
サ
ガ
オ
、
ヒ
ル
ガ

オ
、
ヨ
ル
ガ
オ
は
い
ず
れ
も
ヒ
ル
ガ
オ
科

の
植
物
で
あ
り
、
直
接
の
類
縁
関
係
は
な

く
、
ヨ
ル
ガ
オ
が
ユ
ウ
ガ
オ
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ユ
ウ
ガ
オ
と
同
一
種

に
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
は
苦
味
の
成
分
で
あ
る
ク
ク
ル
ビ
タ
シ

ン
類
を
多
く
含
み
、
食
用
に
は
向
か
ず
容

器
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
こ
の
苦
味

（
ク
ク
ル
ビ
タ
シ
ン
類
）
の
少
な
い
品
種

が
食
用
と
し
て
選
別
さ
れ
た
も
の
が
ユ
ウ

ガ
オ
で
す
。
ユ
ウ
ガ
オ
は
ト
ウ
ガ
ン
（
冬

瓜
）
と
同
じ
よ
う
に
調
理
し
て
食
す
ほ

か
、
か
ん
ぴ
ょ
う
（
干
瓢
）
に
加
工
し
て

食
用
と
し
ま
す
。
か
ん
ぴ
ょ
う
に
加
工
さ

れ
る
の
は
主
に
マ
ル
ユ
ウ
ガ
オ
で
す
。
ユ

ウ
ガ
オ
の
主
な
産
地
は
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の

生
産
が
盛
ん
な
栃
木
県
で
、
収
穫
時
期
は

７
～
９
月
と
な
り
ま
す
。
（
文
責
：
熊
﨑 

忠
）  

 
 
 

課
題
研
究
計
画
検
討
会
を
実
施 

学
名
：L

a
g

erstro
em

ia
 in

d
ica

 
 

サ
ル
ス
ベ
リ(

百
日
紅)

は
、
ミ
ソ
ハ
ギ

科
サ
ル
ス
ベ
リ
属
の
夏
か
ら
秋
ま
で
長
く

開
花
す
る
落
葉
樹
で
す
。
花
色
は
濃
ピ
ン

ク
や
淡
ピ
ン
ク
、
赤
、
白
、
紫
、
複
色
な

ど
沢
山
の
色
が
あ
り
ま
す
。
サ
ル
ス
ベ
リ

の
特
徴
は
木
の
肌
に
も
あ
り
ま
す
。
サ
ル

ス
ベ
リ
の
樹
皮
は
剥
が
れ
落
ち
る
と
白
い

木
肌
が
見
え
、
そ
の
部
分
は
と
て
も
つ
る

つ
る
し
て
い
ま
す
。
こ
の
木
肌
は
サ
ル
が

木
に
登
ろ
う
と
し
て
も
滑
っ
て
落
ち
て
し

ま
い
そ
う
な
こ
と
か
ら
「
サ
ル
ス
ベ
リ
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

栽
培
は
、
日
当
た
り
と
風
通
し
、
水
は

け
が
良
い
場
所
で
行
い
ま
す
。
サ
ル
ス
ベ

リ
は
光
が
足
り
な
い
と
開
花
し
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
う
ど
ん
こ
病
に
弱

い
の
で
、
風
通
し
の
良
い
場
所
に
植
え
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
定
植
は
、
４
月
か
ら

５
月
と
９
月
が
適
期
で
す
。
も
と
も
と
暖

か
い
地
域
の
樹
木
な
の
で
、
定
植
後
の
発

根
に
必
要
な
土
の
温
度
が
下
が
ら
な
い
時

期
を
選
び
ま
す
。
移
植
や
鉢
植
え
の
植
え

替
え
は
３
月
か
ら
４
月
が
適
期
で
す
。
庭

植
え
の
場
合
、
定
植
し
て
か
ら
１
年
未
満

の
株
や
鉢
植
え
は
、
土
の
表
面
が
乾
い
た

ら
た
っ
ぷ
り
水
を
与
え
ま
す
。
鉢
植
え
で

は
、
夏
場
の
水
切
れ
は
開
花
や
花
も
ち
に

影
響
す
る
の
で
注
意
し
ま
す
。
庭
植
え
で

根
づ
い
た
株
は
、
水
や
り
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
２
月
ご
ろ
に
寒
肥
（
基
肥
え
）

と
し
て
有
機
質
肥
料
を
株
元
の
周
辺
に
埋

め
て
お
け
ば
、
他
の
時
期
の
施
肥
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
咲
き
終
わ
っ
た
枝

先
を
早
め
に
切
り
戻
す
と
、
再
萌
芽
し
た

枝
先
に
再
び
開
花
し
ま
す
。
混
み
合
っ
た

枝
は
生
育
期
で
も
間
引
い
て
風
通
し
を
よ

く
し
ま
し
ょ
う
。
落
葉
期
に
伸
び
た
枝
を

切
り
戻
し
、
樹
形
を
整
え
ま
す
。
（
文

責
：
山
内
高
弘
） 

サルスベリの花  
 

７
月
17
日
（
土
）
に
課
題
研
究
計
画
検

討
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま
し
た
。

植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
９
期
生
11
名
、

IT
食
農
先
導
士
（
土
地
利
用
型
）
５
期
生

６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
例
年
、
夏
期
宿

泊
研
修
で
実
施
し
て
き
た
課
題
研
究
計
画

検
討
会
で
す
が
、
今
年
度
も
昨
年
度
と
同

様
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
症
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、Go

o
g
l
e
 
Me
e
t

を
使
っ
て

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
受
講
生
は
１
人

１
研
究
課
題
を
設
定
し
、
「
な
ぜ
そ
の
研

究
に
取
り
組
む
の
か
」
、
「
研
究
の
目

的
」
、
「
実
験
方
法
」
、
「
予
想
さ
れ
る

結
果
」
等
を
報
告
し
ま
し
た
。
４
月
か
ら

旬
の
食
べ
物 

ユ
ウ
ガ
オ 

は
、
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
８
期
生
の

越
川
千
尋
氏
が
「
施
設
園
芸
の
輪
ギ
ク
に

お
け
る
環
境
制
御
と
そ
の
評
価
」
と
題
し

て
、
IT
食
農
先
導
士
３
期
生
の
下
村
堅
二

氏
が
「
JA
西
三
河
き
ゅ
う
り
部
会
の
ス

マ
ー
ト
農
業
へ
の
取
組
」
と
題
し
て
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
（
文
責
：
前
田
紀
子
）  

研
究
の
準
備
を
進
め
て
順
調
に
進
ん
で
い

る
受
講
生
、
ま
だ
計
画
段
階
の
受
講
生
と

課
題
研
究
の
進
捗
状
況
は
様
々
で
す
が
、

こ
の
検
討
会
を
終
え
来
年
２
月
の
発
表
会

に
向
け
て
本
格
的
に
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
（
文
責
：
熊
﨑
忠
）  


